
関心・意欲・態度

国語で伝え合う力を進んで高めるとともに，国語に対する
関心を深め，適切に話したり聞いたり書いたり，読書を通し
て考えを広げたり深めたりしようとする。

話す・聞く力

目的や意図に応じ，考えたことや伝えたいことなどについ
て，的確に話したり，相手の意図をつかみながら聞いたり，
計画的に話し合ったりする。

書く力

目的や意図に応じ，考えたことなどを文章全体の構成の効
果を考えて文章に書く。

読む力

目的に応じ，内容や要旨をとらえながら本や文章を読む。

知識・理解・技能

伝統的な言語文化に触れたり，言葉の特徴やきまり，文字
の使い方などについて理解し使ったりするとともに，文字を
書く目的や用紙全体との関係，点画のつながりなどに注意
して書く

関心・意欲・態度

我が国の歴足と政治及び国際社会における我が国の役割に関心をもち，
それを意欲的に調べ，我が国の歴史や伝統を大切にし国を愛する心情を
もつとともに，平和を願う日本人として世界の国々の人々と共に生きていく
ことが大切であることの自覚をもとうとする。

社会的思考・判断

我が国の歴史と政治及び国際理解に関する社会的事象か
ら学習問題を見いだして追究し，社会的事象の意味につい
てより広い視野から思考・判断したことを適切に表現する。

技能

我が国の歴史と政治及び国際理解に関する社会的事象を
的確に調査したり，地図や地球儀、年表などの各種の基礎
的資料を活用したりして、必要な情報を集めて読み取った
りまとめたりする。

知識・理解

国家・社会の発展に大きな働きをした先人の業績や優れた
文化遺産、日常生活における政治の働きと我が国の政治
の考え方及び我が国と関係の深い国の生活や国際社会に
おける我が国の役割を理解する。

関心・意欲・態度

数理的な事象に関心をもつとともに、数量や図形の性質や
関係などに着目して考察処理したり、論理的に考えたりす
ることのよさに気付き、進んで生活や学習に活用しようとす
る

数学的な考え方

数量や図形についての基礎的・基本的な知識及び技能の習得や
活用を通して、日常の事象について論理的に考え表現したり、そ
のことを基に発展的、統合的に考えたりするなど、数学的な考え
方の基礎を身に付ける。

技能

分数の計算をしたり、図形の面積や体積を求めたり、図形を構成
したり、数量の関係などを表したり調べたりするなどの技能を身に
付ける。

知識・理解
数量や図形についての感覚を豊かにするとともに、分数の計算の
意味、速さの意味、図形の意味及び数量の関係などについて理
解する。

関心・意欲・態度
自然の事物・現象を意欲的に追求し、生命を尊重するとと
もに、見いだしたきまりを生活に当てはめてみようとする。

科学的思考・表現
自然の事物・現象の変化とその要因との関係に問題を見い
だし、推論しながら追究し、規則性や相互関係について考
察し表現して、問題を解決する。

観察・実験の技能
問題解決に適した方法を工夫し、装置を組み立てたり使っ
たりして観察、実験やものづくりを行い、その過程や結果を
的確に記録する。

知識・理解
燃焼、水溶液の性質、てこの規則性及び電気による現象や、生物
の体の働き、生物と環境とのかかわり、土地のつくりと変化のきま
り、月の位置や特徴などについて実感を伴って理解する。

関心・意欲・態度
創造的に音楽にかかわり、音や音楽に対する関心を
もち、音楽表現や鑑賞の学習に自ら取り組もうとす
る。

創意工夫

音楽を形づくっている要素を聴き取り、それらの働きが生み
出すよさや面白さなどを感じ取りながら、音楽表現を工夫
し、どのように表すかについて思いや意図をもつ。

表現の技能
音楽表現をするための基礎的な技能を高め、歌ったり、楽
器を演奏したり、音楽をつくったりする。

鑑賞

音楽を形づくっている要素を聴き取り、それらの働きが生み
出すよさや面白さなどを感じ取りながら、楽曲の特徴や演
奏のよさを理解し、味わって聴く。

関心・意欲・態度
自分の思いをもって表現したり、鑑賞したりしながら、つくり
だす喜びを味わおうとする。

発想・構想

感じたことや見たこと、材料や場所などの特徴を基に表した
いことを思い付いたり、形や色、用途や構成などを考えたり
する。

創造的な技能
感覚を働かせたり経験を生かしたりしながら、表したいこと
に合わせて材料や用具を使い、様々な表し方を工夫する。

鑑賞
親しみある作品などの形や色などから、表現の意図や特徴
をとらえたり、よさや美しさを感じ取ったりする。

想
ぞ
う
の
つ
ば
さ
を
ひ
ろ
げ

て 織
る
編
む
組
む

1
2
年
後
の
わ
た
し

表
現
に
込
め
た
思
い

墨
か
ら
感
じ
る
形
や
色

カ
ラ
フ
ル
ボ
ト
ル

光
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

板
か
ら
何
が

〈
に

っ
ぽ
ん
の
う
た
　
み
ん
な

の
う
た

〉

音
の
重
な
り
と
ひ
び
き

わ
た
し
の
小
さ
な
部
屋

表
し
方
を
工
夫
し
て

ど
ん
な
動
き
を
す
る
の
か
な

伝
え
合

っ
て

比
例
を
く
わ
し
く
調
べ
よ
う

（
比

例
と
反
比
例

）

資
料
の
特
徴
を
調
べ
よ
う

明
治
の
国
づ
く
り
を
進
め
た
人
々

世
界
に
歩
み
出
し
た
日
本

体
積
の
求
め
方
を
考
え
よ
う

（
角

柱
と
円
柱
の
体
積

）

速
さ
の
表
し
方
を
考
え
よ
う

（
速

さ

）

か
た
ち
で
あ
そ
ぼ
う

「
不
思
議
な

輪
の
変
身

」

生
き
物
と
環
境

わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

身
近
な
環
境
で

も
の
の
燃
え
方
と
空
気

伝
え
よ
う
日
本
の
音
楽

〈
日
本
の
音
楽
を
訪
ね
て

〉

〈
こ
と
に
ち
ょ
う
せ
ん

〉

〈
音
楽
ラ
ン
ド

〉

〈
音
の
ス
ケ

ッ
チ

〉

海
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
音
楽
を
作

ろ
う

形
や
色
を
楽
し
も
う

循
環
コ
ー
ド
か
ら
音
楽
を
作
ろ

う ス
ケ

ッ
チ

〉

も

っ
と
あ
そ
ぼ
う

わ
た
し
た
ち
の
日
本
語
に
つ
い
て
考
え
よ

う 未
来
に
向
か

っ
て

君
た
ち
に
伝
え
た
い
こ
と

縄
文
の
む
ら
か
ら
古
墳
の
く
に
へ

天
皇
中
心
の
国
づ
く
り

武
士
の
世
の
中
へ

今
に
伝
わ
る
室
町
文
化

戦
国
の
世
か
ら
江
戸
の
世
へ

江
戸
の
文
化
と
新
し
い
学
問

・日頃の授業中の態度や積極的な発言の様子か
ら評価します。

・演奏や歌唱，身体表現などの様子から評価しま
す。

・歌や楽器のテストから評価します。

・音楽を聴いての反応や感想，記述などから評価
します。
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科

・日頃の授業中の態度や積極的な活動の様子か
ら評価します。
・作品に対する思いや，作品をよりよくしようとする
様子から評価します。
・道具の使い方や作品，活動の様子から評価しま
す。
・自分の作品の発表や友達の作品に対する発
言，鑑賞カードなどから評価します。
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・日頃の授業中の態度や積極的な発言，活動に
取り組む様子から評価します。

・ペーパーテストや発表の内容から評価します。

・観察や実験の取組の様子やノートのまとめ方か
ら評価します。

電
気
の
利
用

・日頃の授業中の態度や積極的な発言の様子か
ら評価します。

・発表内容や授業中の様子，ノートなどから評価
します。

・発表内容や授業中の様子，ノートなどから評価
します。

自
由
作
文

（
文
末
表
現
の
工
夫
・
事

象
を
客
観
的
に

）

資
料
を
使

っ
て
説
明
し
よ
う

言
葉
は
変
わ
る

戦
争
と
人
間
の
生
き
方
を
え
が
い
た

本
を
読
み
広
げ
よ
う

自
由
作
文

(

書
く
必
要
の
あ
る
事
柄

を
取
捨
選
択
・
整
理
す
る

）

伝
え
よ
う

、
大
切
に
し
た
い
名
言

算
数
の
ま
と
め

算
数
の
目
で
見
て
み
よ
う

「
世
界

に
ほ
こ
る
新
幹
線

」

算
数
卒
業
旅
行

６月 月

・日頃の授業中の態度や積極的な発言の様子か
ら評価します。
・子どもたちの発表の仕方や発表の聞き方，ス
ピーチや聞き取りテストから評価します。
・国語の学習で書いた作文や日頃の作文から評
価します。
・ペーパーテストだけでなく，授業中の発表の内容
や子どもたちの読書の様子，音読の様子からも評
価します。
・ペーパーテストや学習プリント，作文から言語の
基礎的な理解を評価します。
・文字を正しく書くことについては，書写ノートや毛
筆だけでなく，日頃のノートなどからも評価しま
す。

・日頃の授業中の態度や積極的な発言の様子か
ら評価します。

・発表内容や見学メモなどの記述から評価しま
す。

・資料を活用して，調べたりまとめたりする活動の
様子やノート・作品から評価します。

・ペーパーテストから評価します。
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　　　6年　　　　こんな学習をします　　　　
教科 観　　　　点 ね　　　　　ら　　　　　い

学 　　　　　　　習 　　　　　　　内 　　　　　　　容 通知票の学習のねらいに到達しているかどうか，
次の方法で評価します４月 ５月
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